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施設の一覧

水再生センター

汚泥資源化センター

◇全センターとも標準活性法による高級処理を行い、北部第一、北部第二、神奈川、金沢、港北、都筑、栄第一、栄第二水再生センターでは一部の
系列で高度処理を行っています。

◇センターの運転開始年月は、集約処理開始年月とします。

（令和６年度末）

（令和６年度末）
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ポンプ場施設 （令和６年度末）
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雨水滞水池

雨水調整池

雨水貯留管

（令和６年度末）

（令和６年度末）

（令和６年度末）



05

04

02

03

01

財
政
収
支
計
画

160

横浜下水道のあゆみ

年次 主な事項 水再生センター
汚泥資源化センター ポンプ場 管きょ

はじまり

昭和12年

昭和25年

第1期下水道事業として、鶴見潮田、

平安、市場地区の築造許可を得て、

公共下水道事業に本格的に着手。

北部処理区の面整備に着手

（第１下水道事業として、鶴

見区潮田、平安、市場地区の

下水道管整備に着手）

昭和26年

下水道条例施行に伴う下水道使用量

の徴収開始

（水道料金の25％）

昭和27年 [下野谷仮ポンプ場運転開始]

昭和28年
下水道使用料改定

（水道料金の24％）

[旧桜木ポンプ場運転開始]

[金沢第一ポンプ場運転開始]

昭和29年 [旧鶴見ポンプ場運転開始]

昭和30年 潮田ポンプ場運転開始

昭和31年 山下幹線着手

昭和32年
初めて終末処理場を備えた下水道整

備に着手

中部処理区の幹線、面整備に

着手

昭和33年 南綱島ポンプ場運転開始

昭和34年 市場ポンプ場運転開始

昭和35年 本牧幹線着手

昭和36年 綱島第二ポンプ場運転開始
末吉幹線、桜木根岸幹線

着手

昭和37年
水洗便所改造普及事業として貸付金･

助成金制度発足

中部水再生センター

運転開始

昭和38年

生活環境施設整備緊急措置法の制定

に伴い総事業費170億円で五箇年計画

（昭和38～42年）策定

下水道使用料改定（水道料金の

12％）

南部処理区の面整備に着手

シールド工法を初めて採用

（桜木根岸幹線）

昭和39年
地方公営企業法の一部改正により下

水道事業に企業会計方式を適用

末吉ポンプ場、八景ポンプ場

運転開始

昭和40年
南部水再生センター

運転開始

磯子ポンプ場、天王橋ポンプ

場　運転開始

昭和41年 太尾ポンプ場　運転開始 保土ケ谷桜木幹線着手

昭和42年

下水道整備緊急措置法に基づき昭和

42年を初年度とする

第２次下水道整備五箇年計画（465億

円）策定

樽町ポンプ場運転開始

昭和43年

下水道使用料改定（処理区域料金設

定、処理区域：水道料金の40％、未

処理区域：水道料金の12％）

認可区域を市全域に広げ、周辺部の

下水道整備に着手

北部第一水再生センター運転

開始

[湿式酸化装置運転開始（北

部第一）]

[消化ガス発電設備運転開始

（南部）]

北綱島幹線着手

昭和44年
菊名幹線、柏尾下倉田幹線着

手

昭和45年 桜木ポンプ場運転開始
港北処理区の面整備に着手

南綱島幹線、白幡幹線着手

開港２年後の文久元年（1861）居留地の道路整備とともに初めて側溝を築造。翌２年に埋立地の排水溝を石垣で整備。

明治２年から燈台局雇いのイギリス人ブラントンの設計、監督のもとに関内居留地に陶管を埋設、明治12年に居留地全域で完成。

明治14～20年に、この陶管を煉瓦造卵形管に全面改修するほか、山手居留地及び関内居留地に隣接した関内、元町等の下水道を整備。

明治15年、神奈川県は便所下水構造規則を制定し、市内の各戸の下水は原則として陶管で流すことを規定。

明治32年の居留地返還時に市に移管された居留地内の下水道総延長は88,247ｍだったが、他の市街地は不明。

大正12年以来懸案だった都市計画下水道調査が完成したが、日中戦争、第2次世界大戦のため未着手。
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年次 主な事項 水再生センター
汚泥資源化センター ポンプ場 管きょ

昭和46年

昭和46年度を初年度とする第３次下

水道整備五箇年計画（1,500億円）

策定

本郷幹線３工区着手

昭和47年

栄第二水再生センター、港北

水再生センター運転開始

鳥浜第二工場排水処理場運転

開始

鶴見ポンプ場、北綱島ポンプ

場運転開始

戸塚（ 現･ 栄）処理区の面

整備に着手

朝比奈幹線、中山幹線、小菅

ケ谷雨水幹線着手

昭和48年 新下水道条例制定
鳥浜第一工場排水処理場運転

開始
六浦ポンプ場運転開始

矢部雨水幹線、寺尾子安幹線

着手

昭和49年 帷子川右岸幹線着手

昭和50年
下水道使用料金改定（逓増従量制を

採用、昭和51年まで暫定）

[汚泥肥料（ハマユーキ）製

造施設運転開始]

昭和51年

昭和51年度を初年度とする第４次下

水道整備五箇年計画（3,135億円）

策定

下水道使用料金改定（本料金）

神奈川処理区の面整備に着手

阿久和幹線着手

昭和52年

都筑水再生センター運転開始

[金沢汚泥焼却設備一号炉運

転開始]

緑（現･都筑）処理区の面整

備に着手

保土ケ谷千若幹線着手

昭和53年
下水道使用料改定（平均改定率

64.7％）

神奈川水再生センター運転開

始

新羽ポンプ場、保土ヶ谷ポン

プ場運転開始

金沢処理区の面整備に着手

川井幹線、瀬谷飯田幹線着手

昭和54年 金沢水再生センター運転開始 戸塚ポンプ場運転開始
相沢幹線、川向幹線、鳥山幹

線着手

昭和55年 元宮末広線（送泥管）着手

昭和56年

昭和56年度を初年度とする第５次下

水道整備五箇年計画（7,390億円）

策定

下水道事業研究会発足

下水道使用料改定（平均改定率

54.1％）

金沢ポンプ場運転開始

西部処理区の面整備に着手

千若末広線（送泥管）着手

昭和57年
福浦工場排水処理場

運転開始

保土ケ谷ポンプ場雨水滞水池

運転開始

笠間ポンプ場運転開始

佐江戸太尾線（送泥管）　着

手

昭和58年

[消化ガス発電設備運転開始

（中部）]

[金沢湿式酸化装置運転開始]

卵形消化タンク建設着手

西部水再生センター運転開始

菅田幹線、白山幹線、東俣野

幹線着手

昭和59年
北部第二水再生センター、栄

第一水再生センター運転開始
浦舟幹線着手

昭和60年
下水道使用料改定（平均改定率

46％）
高田ポンプ場運転開始

昭和61年

昭和61年度を初年度とする第６次下

水道整備五箇年計画（6,100億円）

策定

鴨居ポンプ場、川向ポンプ場

運転開始
北綱島第二幹線着手

昭和62年
北部汚泥資源化センター運転

開始

上末吉ポンプ場、山下ポンプ

場、万世ポンプ場運転開始

千代崎第二幹線、小机千若雨

水幹線着手

昭和63年 新田間雨水幹線着手

平成元年 市政100

南部汚泥資源化センター運転

開始

改良土プラント運転開始

吉野ポンプ場運転開始
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年次 主な事項 水再生センター
汚泥資源化センター ポンプ場 管きょ

平成２年 下水道展'92 横浜開催
金沢水再生センター雨水滞水

池運転開始

平成３年

平成３年度を初年度とする第７次下

水道整備五箇年計画（6,120億円）

策定

江ケ崎ポンプ場運転開始 新羽末広幹線着手

平成４年 レインアイよこはま運転開始
瀬谷飯田雨水幹線、中堀川雨

水幹線着手

平成５年
下水道使用料改定（平均改定率

22.7％）
川向雨水調整池運転開始 平沼ポンプ場運転開始 新山下幹線着手

平成６年

ゆめはま2010プランのスタート（５

か年計画：平成６～10年）

下水道事業経営調査会発足

[園芸用人工培土（ハマソイル）実験

製造施設運転開始]

雨水浸透ます設置開始

平成７年 [ハマレンガ製造施設運転開始]
管きょ延長が１万kmを超える

八幡雨水幹線着手

平成８年

下水道使用料改定（平均改定率

13.1％）

使用料改定のための財政計画（平成

８～10年度）

高度処理系列運転開始

（都筑）

東俣野幸浦線（送泥管）

着手

平成９年
ゆめはま2010プランの新５か年計画

（平成９～13年）

入江川せせらぎへ再生水を供

給開始

平成10年
横浜アリーナ、日産スタジア

ムへ再生水を供給開始

平成11年 水環境マスタープラン策定
汚泥焼却灰のセメント原料化

開始

ガスタービン発電機導入（磯

子ポンプ場）
恩田川左岸雨水幹線着手

平成12年

下水道使用料改定（暫定、平均改定

率6.7％）

使用料改定のための財政計画（平成

11～15年度）

磯子第二ポンプ場運転開始

中部水再生センター第三ポン

プ施設運転開始

平成13年
下水道使用料改定（本料金、平均改

定率9.9％）

管きょ再整備着手（市場、潮

田、関内、山下地区）

平成14年

中期政策プランのスタート（平成14

～18年度）

下水道事業経営調査会に替わり、横

浜市下水道事業経営研究会発足

平成15年

平成16年

下水道事業財政計画策定（平成16～

18年度）

下水道展'04 横浜開催

改良土プラントPFI事業運営

開始

新羽雨水滞水池、雨水調整池

運転開始

楠ポンプ場運転開始
戸塚駅西口地区下水道整備着

手

平成17年
下水道局、緑政局、環境保全局の３

局が統合され、環境創造局となる

北部第二下水処理場第二ポン

プ施設運転開始

大岡右岸幹線、黄金第二幹線

着手

平成18年

横浜市基本構想（長期ビジョン）策

定

横浜市中期計画（平成18～22年度）

策定

横浜市下水道事業「中期経営計画

2007」（平成19～22年度）策定

新横浜地区送水管着手

平成19年
ららぽーと横浜へ再生水を供

給開始

飯島川第二雨水幹線、新横浜

駅前第二幹線着手

平成20年 下水道展'08 横浜開催
新横浜中央ビルへ再生水を供

給開始

山下、磯子第二ポンプ場雨水

滞水池運転開始

大岡川右岸雨水幹線、川上第

二雨水幹線着手
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年次 主な事項 水再生センター
汚泥資源化センター ポンプ場 管きょ

平成21年 開港150周年、開国博Y150開催
消化ガス発電PFI事業

運営開始
初音雨水支線着手

平成22年
横浜市中期4か年計画（2010～

2013）策定

分離液処理施設運転開始（南

部汚泥）
初音雨水幹線着手

平成23年
横浜市下水道事業中期経営計画2011

（平成23～25年度）策定

分離液処理施設運転開始（北

部汚泥）

新横浜南部地区下水道整備着

手

平成24年
下水汚泥燃料化PFI事業契約

の締結
新羽末広幹線全線供用開始

平成25年
内水ハザードマップ公表

（南部９区）
新磯子幹線着手

平成26年

横浜市中期４か年計画（2014～

2017）策定

横浜市下水道事業中期経営計画2014

（平成26～29年度）策定

内水ハザードマップ公表（北部９

区）

太陽光発電設備設置

（北部第二）

平成27年 星川雨水調整池運転開始

平成28年

下水汚泥処理、有効利用PFI

事業契約の締結

南部汚泥資源化センター燃料

化施設運転開始

大面川第二雨水幹線、相沢第

二雨水幹線着手

浸水被害対策区域に「横浜駅

周辺地区」を指定

平成29年

平成30年

横浜市中期４か年計画（2018～

2021）策定

横浜市下水道事業中期経営計画2018

（2018～2021）策定

ネットワーク送水開始

（神奈川～北部第二）

小口径管のスクリーニング調

査及び中大口径管の詳細調査

開始

仲尾台第二合流幹線着手

令和元年 下水道展'19 横浜開催
北部汚泥資源化センター燃料

化施設運転開始

下水道処理人口普及率概成

100％

令和２年 市庁舎へ再生水を供給開始

エキサイトよこはま龍宮橋雨

水幹線、瀬谷支線、飯島雨水

調整池着手

令和３年
中部水再生センター再構築事

業着手

中大口径管包括的維持管理業

務委託開始

令和４年

横浜市中期４か年計画（2022～

2025）策定

横浜市下水道事業中期経営計画2022

（2022～2025）策定

横浜近代下水道導入150年／下水処理

開始60年記念事業実施

令和５年

令和６年

北部汚泥資源化センター分離

液処理施設（第二期）着手

PPAによる金沢水再生セン

ター太陽光発電設備供用開始

中大口径管包括的維持管理業

務委託第Ⅱ期調査開始

排水設備計画確認申請書電子

申請システム開始

新磯子幹線供用開始

相沢雨水幹線着手

令和７年

PPAによる都筑水再生セン

ター太陽光発電設備

供用開始

東高島ポンプ場着手

八潮市で発生した道路陥没事

故を受け下水道管路の全国特

別重点調査を実施

柏尾川右岸雨水幹線、飯島第

二雨水調整池、大門雨水幹線

着手

飯島雨水調整池竣工

[]は休止または廃止
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24時間365日下水道のあるくらしを支える最前線の力
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Always flowing, always working.

強靭で持続可能な 横浜の下水道




